
一般社団法人 日本骨粗鬆症学会 

臨床研究サマーセミナー 2026 

 
【開催日時】 

2026 年 8 月 1 日（土）12:30 ～ 2 日（日）15:00（予定） 

【開催場所】 

クロスウェーブ幕張 （http://x-wave.orix.co.jp/makuhari/） 

〒261-8501 千葉県千葉市美浜区中瀬 1-3 幕張テクノガーデン A 棟 

 

プログラム（予定） 

 

【ショートレクチャー】 

- 臨床研究をこれから計画する人へ（臨床研究が働き方やキャリアにどう生きる？） 

- 研究の新規性を探る（文献検索、論文の読み方、文献整理） 

- 臨床研究をデザインする（CQ/RQ、PECO/PICO、研究デザインの型） 

- 良質な臨床研究に必要なデータとその収集方法（A-TOP 研究などから学ぶ） 

- 論文の書き方（本文・図表作りの基本、論文作成秘話） 

- 論文の投稿から採択まで（雑誌選び、Response to Reviewers） 

- 臨床研究に関する規律・法律（倫理審査、IC、AE 報告、補償、COI、臨床研究法） 

- 臨床研究のチーム構築（CRC の活用）  

- 研究費獲得のノウハウ（申請書の書き方：Grant writing） 

 

【ワークショップ（実践形式）】 

- 臨床研究のための統計演習（入門編・応用編）（フリー統計ソフトを使用、例題で学ぶ） 

- Figure 作成（エクセルで作成、例題で学ぶ） 

- 臨床研究に役に立つ AI や Website 体験 

 

【グループワーク】 

- 臨床研究を一から立ち上げる 

- 臨床研究ブラッシュアップ（計画/実行中の研究コンサルト） 

 

  



講師 

 

日本骨粗鬆症学会 若手研究者育成委員 

 

千葉 恒  長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 整形外科学 講師        

      （画像評価、薬物治療） 

坂本優子  順天堂大学医学部附属練馬病院 整形外科 准教授              

      （小児整形外科全般 小児・若年者の骨代謝性疾患 ビタミン D） 

蛯名耕介  大阪大学大学院 医学系研究科 整形外科 准教授 

      （閉経後骨粗鬆症・グルココルチコイド誘発性骨粗鬆症・関節リウマチなどの基礎・臨床研究） 

野津雅和  島根大学医学部内科学講座内科学第一 助教 

      （続発性骨粗鬆症、内分泌代謝疾患） 

髙士祐一  福岡大学医学部 内分泌・糖尿病内科学講座 准教授 

      （FGF23 関連低リン血症性くる病・骨軟化症、続発性骨粗鬆症、臨床遺伝） 

金子開知  東邦大学医学部内科学講座膠原病学講座（佐倉） 講師        

      （ステロイド性骨粗鬆症、関節リウマチと骨粗鬆症、ステロイド性大腿骨頭壊死） 

北島百合子 長崎大学病院 産婦人科 講師        

      （婦人科内分泌、女性医学） 

飯高世子  東京大学医学部附属病院 22 世紀医療センター ロコモ予防学講座 特任助教 

      （疫学、コホート調査） 

上村夕香理 国立国際医療研究センター臨床研究センターデータサイエンス部 

生物統計研究室 室長 

      （生物統計学） 

長尾雅史  順天堂大学 革新的医療技術開発研究センター / 整形外科・スポーツ診療科  特任准教授 

      （骨・軟骨代謝、スポーツ医学、疫学、臨床研究支援） 

旭 竜馬  東京国際大学 医療健康学部 理学療法学科 准教授 

      （地域コホート研究、脊椎評価、動作解析） 


